
1 はじめに 
超高齢社会を迎えた日本において，健康寿命を延ばす

ことにより活力をもって暮らすためのSociety 5.0時代の

ヘルスケア実現1)を目指し，我々はサイバー空間上に形成

したコミュニティを通して運動するモチベーションを増

加させられるヘルスケアシステム構築に関する研究を進

めている．本稿では，我々が提案するヘルスケアエコシス

テムの概要を述べるとともに，エージェントシミュレー

ションにより，形成されるコミュニティを通した運動に

対する意欲の変化を可視化し考察を行う． 

2 構築するヘルスケアエコシステムの概要 
我々が提案するヘルスケアエコシステム（Fig. 1）で

は，フィジカル空間において各個人がウェアラブルデ
バイスを利用して運動時間・移動距離・心拍数などの
身体データを取得し，これらの身体データ並びに年齢・
性別・運動レベルと意欲などを共有することでサイバ
ー空間上にコミュニティが形成される．スマホアプリ
などを通して得られたコミュニティ内における競争や
協力の心理的効果2)により運動するモチベーションが
誘発され，フィジカル空間において運動を通した主体
的な健康管理が実現可能になると考えられる． 

3 エージェントベースシミュレーションによる
モチベーション変化検証 

本研究では，シミュレーションソフトウェアである

Anylogic を用い，提案するヘルスケアエコシステムに

おけるサイバー空間内にコミュニティモデルを構築し，

コミュニティ内における各エージェント及びコミュニ

ティ全体における運動に対するモチベーションの変化

について定量評価を行う．モデル内のエージェント並

びに形成したコミュニティは以下の特徴を持つ． 
l 年齢・性別個体識別可能な属性 
l 運動に対するモチベーション値 
l 100 エージェントによる有向ネットワークで構築

したスケールフリーモデルのコミュニティ 
 構築したネットワークモデルを用いたエージェント

シミュレーションにおける特徴的なエージェントのモ

チベーション値の推移を Fig. 2 に示す．Fig. 2 より繋が

りが多いエージェントほど早い時期よりモチベーショ

ン値が上昇したことから，コミュニティの繋がりの強

さがモチベーション向上に影響を与えると考えられる． 

4 おわりに 
本稿では，提案したヘルスケアエコシステムの概要

を述べるとともに，運動を通じた健康のためのコミュ
ニティ形成を目指した第一段階として，エージェント
ベースシミュレーションによるコミュニティ形成によ
る運動モチベーションの誘発過程の一部を紹介した． 
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概要－   健康寿命の延伸は重要な社会課題であり，活力をもって暮らすためのヘルスケア実現に向け我々はサイバー

とフィジカルが融合したヘルスケアエコシステムの実現に取り組んでいる．本稿では，サイバー空間上に形成したコミ

ュニティと運動へのモチベーションとの関係性について社会シミュレーションにより検証する． 
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Fig. 2: 運動モチベーション値の推移 

Fig. 1: 提案するヘルスケアエコシステムの概要 
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